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平成 17年度 日本顕微鏡学会北海道支部学術講演会

セミナー「顕微鏡科学への招待」

プログラム・予稿集 演題名一覧

＜特別講演＞

座長：平 義樹（旭川医大医）

・味蕾細胞の神経栄養因子

武田 正子（北海道医療大歯学部）

座長：石政 勉（北大院工）

・電子顕微鏡と結晶界面 -羨むべき相思相愛-

市野瀬 英喜（北大エネルギー変換マテリアル研究センター）

＜招待講演＞

座長：荒川圭太（北大院農）

・北大ニコンイメージングセンターに期待する

上田 哲男（北大電子科学研究所）

・蛍光・発光タンパク質を利用した生理機能の可視化と操作

永井 健治（北大電子科学研究所）

・蛍光相関分光による細胞機能解析 －揺らぎで探るダイナミックバイオイメー

ジング－

金城 政孝（北大電子科学研究所）

座長：竹花一成（酪農学園大獣医）

・細胞内の張力分布を可視化するナノフォース走査型プローブ顕微鏡の開発

芳賀 永（北大院理学研究科）

・日立卓上顕微鏡Miniscope での観察例の紹介

平島 小百合（株式会社日立ハイテクノロジー）

・歯科用合金を含む口腔組織中のセレンの分布と状態分析

宇尾 基弘 1、赤坂 司 1、亘理 文夫 1、朝倉 清高 2

（1北大院歯学研究科、2北大触媒化学研究センター）

座長：郷原一寿（北大院工）

・水素化反応観察のためのTEM用環境セルの開発と応用

奥寺 公也１、谷敷 圭介２、浜田 弘一２、須田 孝徳２、

大貫 惣明２（1北大工学部、2北大院工学研究科）

・分析走査電子顕微鏡とラマン分光光度計の複合化

川内 一晃（日本電子株式会社）

・アルゴンイオンビームを用いたＳＥＭ用断面試料・ＴＥＭ用薄膜試料作製装

置の紹介

服部 隆（日本電子データム株式会社）
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Okamoto K, Nagai T, Miyawaki A & Hayashi Y 
Rapid and persistent modulation of actin dynamics regulates postsynaptic reorganization underlying 
bi-directional plasticity 
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A high-throughput method for development of FRET-based indicators for proteolysis.  
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Spatio-temporal activation of caspase revealed by indicator that is insensitive to environmental effects.  
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A variant of yellow fluorescent protein with fast and efficient maturation for cell-biological applications.  
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Circularly permuted green fluorescent protein engineered to sense Ca2+.  
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(Fluorescence Correlation Spectroscopy FCS)
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Scanning Probe Microscopy; SPM
モ 3
ふ

├ ふ

SPM ❻ モ

├ り

モ ㈻  

0.1 ゝ

NF-SPM ふ

WR-SPM  
100 よ

モ ㎲

モ

kPa 100 kPa

 

SPM モ ふ

 




